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[Stanley et al., GRL, 2010]
上段：高度400kmにお
ける衛星観測に
基づく熱圏大気
密度の年変動
下段：太陽EUVを関数
として熱圏大気
密度をプロット
太陽23サイクルの極小期における熱圏大気密度は、前サイクルのものよりも約
20%小さく、CO2大気増加に伴う寒冷化の影響よりもはるかにその変化は大き
い。
5. 考察
5.4 今サイクルの極小期のSq振幅が小さい理由
23周期の極小期は、熱圏大気の電離やその密度分布を決める太
陽EUV(60nm以下)フラックスが前サイクルのものよりも低く、減尐
した期間が長いために、地球大気に降り注ぐ放射エネルギーがか
なり低いことが特徴である
電離圏の電子密度が低くなるばかりか、中性大気密度が減尐する
ため、電離圏電気伝導度が減尐し、電離圏電流が流れにくくなる
⇒電子密度と衝突周波数の両方が変化
その結果、Sq場の振幅が減尐する
ただし、熱圏大気の温度分布が変化するため、大気の循環が変化
し、Sqの起電力(UXB)に影響がでる可能性もある
6. 結論
• 1957年から2010年までの長期の期間における太陽F10.7放射フラック
スとIUGONETの保有する地磁気、及び熱圏・中間圏風速のデータを
用いて、地磁気静穏日変化(Sq)の振幅の太陽活動依存性とその長
期トレンドの解析を行った。その結果、以下のような結果が得られた
1. Sq場の振幅は、太陽活動11年周期に同期して変動し、太陽放射フラッ
クス(F10.7)が最大となる極大期には、Sq場の振幅が増大する。
2. 太陽活動11年周期と差し引いたSq場の振幅の長期変動は、1990年を
境に増加から減尐に転じる傾向を示す。特に、太陽活動22と23サイク
ルの極小を比べると、Sq場の振幅が10%程度減尐する。その減尐量
は、F10,7の減尐量に一致せず、EUVフラックスの減尐量に一致する。
3. 熱圏・中間圏における風速変動も太陽22と23サイクルの極小期で分布
が大きく異なる。その要因は、今のところ不明。
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